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一

　

「
無
寧
、
寧
也
」
と
い
う
訓
詰
が
あ
る
。
そ
の
文
献
上
に
お
け
る
最
も
早
い
例
は
、
『
論
語
』
子
窄
篇
「
且
予
與
其
死
於
臣
之
手
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

無
寧
死
於
二
三
子
之
手
乎
」
の
『
集
解
』
に
引
く
馬
融
の
注
で
あ
る
が
、
こ
の
訓
詰
は
鄭
玄
の
『
論
語
注
』
に
踏
襲
さ
れ
、
更
に
千
年

後
の
朱
子
の
新
注
に
至
っ
て
も
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
杜
預
も
好
ん
で
こ
の
訓
詰
を
用
い
て
い
る
。
　
『
左
伝
』
に
は
都
合

六
ケ

所
「
無
寧
」
を
含
む
文
章
が
あ
る
が
、
杜
預
は
そ
の
う
ち
五
ケ
所
に
ま
で
「
無
寧
、
寧
也
」
と
い
う
注
釈
を
加
え
て
い
る
。
　
『
左

伝
』
の
用
例
は
、
『
論
語
』
の
例
と
と
も
に
、
「
無
寧
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
際
、
よ
く
引
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
左
に
列

挙
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ω
隠
公
十
一
年
「
天
其
以
禮
悔
祠
干
許
、
無
寧
鼓
許
公
復
奉
其
耐
稜
、
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
裏
公
二
十
四

年

「
是
以
遠
至
遍
安
、
母
寧
使
人
謂
子
、
子
實
生
我
、
而
謂
子
湊
我
以
生
乎
、
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

③
同
右
二
十
九
年
「
且
先
君
而
有
知
也
、
母
寧
夫
人
、
而
焉
用
老
臣
、
」

訓
詰
の
虚
と
実

二
八
三
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ω
同
右
三
十
一
年
「
教
其
不
知
而
血
其
不
足
、
賓
至
如
闘
、
無
寧
畜
患
、
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

㈲
昭
公
六
年

「
書
日
、
聖
作
則
、
無
寧
以
善
人
爲
則
、
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　

㈲
同
右
二
十
二
年
「
寡
君
聞
、
君
有
不
令
之
臣
爲
君
憂
、
無
寧
以
爲
宋
毒
、
寡
君
請
受
而
蒙
之
、
」

　
杜
預
は

㈲

を
除
い
た
五
例
に
つ
い
て
「
無
（
母
）
寧
、
寧
也
」
と
い
う
注
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
③
に
つ
い
て
も
、
コ
言
先

君
母
寧
怪
夫
人
之
所
爲
、
無
用
責
我
」
と
注
し
て
お
り
、
正
義
に
拠
れ
ば
、
服
慶
の
「
母
寧
、
寧
也
」
と
い
う
注
を
踏
ま
え
て
い
る
ら

し
い
か
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
杜
預
は
『
左
伝
』
の
「
無
寧
」
に
つ
い
て
は
全
て
「
寧
也
」
と
訓
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
如

く
、
大
学
者
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
「
無
寧
、
寧
也
」
と
い
う
注
を
残
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
訓
詰
は
定
詰
と
な
っ
て
現
在
に

及
ん

で
い

る
。
　
「
無
寧
」
二
字
を
「
ム
シ
ロ
」
と
訓
ず
る
の
は
漢
文
訓
読
の
初
歩
的
常
識
だ
が
、
そ
の
読
み
方
は
こ
の
訓
詰
に
基
づ
く

も
の
で
あ
ろ
う
。

　
が
、
　
「
無
寧
、
寧
也
」
と
は
、
そ
も
そ
も
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
て
み
れ
ば
、
ま
こ
と
に
奇
妙
な
訓
詰
で
は
な
い

か
。
　
「
無
寧
」
の
二
字
を
「
寧
」
一
字
の
場
合
と
同
じ
意
味
に
と
れ
、
と
い
う
注
釈
で
あ
る
の
は
絶
対
確
か
で
あ
る
が
、
で
は
何
故
そ

う
い
う
意
味
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
い
か
な
る
過
程
を
経
て
、
一
見
矛
盾
と
も
思
え
る
こ
の
訓
詰
が
成
り
立
つ
の
で

あ
ろ
う
か
。
馬
融
も
鄭
玄
も
杜
預
も
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
何
の
説
明
も
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
彼
ら
の
説
を
敷
街
す
べ
き

正
義
も
こ
の
疑
問
に
対
し
て
は
無
関
心
で
あ
る
。

　
文
法
学
者
の

間
で
は
、
従
来
次
の
二
説
が
行
わ
れ
て
き
た
。
一
は
、
　
「
無
」
を
意
味
上
全
く
不
要
の
文
字
、
即
ち
発
声
の
助
字
と
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
説
、
も
う
一
は
、
逆
の
意
味
に
な
る
、
即
ち
反
語
を
示
す
と
す
る
説
で
あ
る
。
こ
の
二
説
の
い
ず
れ
が
是
か
、
以
下
そ
の
内
容
を
詳

し
く
見
て
い
こ
う
。



二

　

「
無
」
を
発
声
の
助
字
と
す
る
説
が
「
無
寧
、
寧
也
」
の
最
も
素
直
な
読
み
方
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
し
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

素
直
な
説
で
あ
る
だ
け
に
、
多
く
の
人
が
そ
う
考
え
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
は
っ
き
り
そ
れ
を
述
べ
た
注
釈
や
論
証

は

余
り
残
っ
て
い
な
い
。
　
「
無
寧
、
寧
也
」
の
「
無
」
を
発
声
の
助
字
な
り
と
は
じ
め
て
明
確
に
規
定
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
広
く
、

「
無
」
が
古
代
漢
語
に
於
て
助
字
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
一
つ
の
学
説
と
し
て
確
立
し
た
の
は
王
引
之
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
著

『
経
伝
釈
詞
』
（
以
下
『
釈
詞
』
と
略
称
）
巻
十
「
無
母
亡
忘
妄
」
の
条
に
於
て
「
発
声
」
な
る
一
項
を
設
け
、
「
無
」
が
発
声
の
助
字
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
た
。
そ
れ
は

　
　
孟
康
注
漢
書
貨
殖
傳
日
、
無
、
登
聲
助
也
、
字
或
作
母
、

で
始

ま
り
、
以
下
二
十
余
例
を
挙
げ
た
詳
細
な
も
の
で
、
同
書
申
で
も
長
大
な
項
目
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
引
用
例
文
の
中
に
、
前

に

挙
げ
た
『
左
伝
』
隠
公
十
一
年
・
裏
公
二
十
四
年
の
杜
注
お
よ
び
裏
公
二
十
九
年
の
服
注
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
そ

の
他
の
引
用
例
の
う
ち
、
主
要
な
も
の
を
記
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
ω
詩
文
王
日
、
無
念
爾
祀
、
傳
日
、
無
念
、
念
也
、

　
②
抑
日
、
無
競
維
人
、
執
競
日
、
無
競
維
烈
、
傅
拉
日
、
無
競
、
競
也
、
　
箋
解
抑
篇
日
、
無
彊
於
得
賢
人
、
・
．
・
…
…
解
執
競
及
武
篇
日
、

　
　
無
彊
乎
其
克
商
之
功
業
、
皆
誤
以
爲
有
無
之
無
、

㈲
魯
語
日
、
彼
無
亦
置
其
同
類
、
章
注
日
、
無
亦
、
亦
也
、

　
ω
周
語
日
、
無
亦
揮
其
柔
嘉
、
　
無
亦
、
亦
也
、
章
注
日
、
無
亦
、
不
亦
也
、
失
之
、

　
㈲
詩
小
是
日
、
如
彼
泉
流
、
無
論
膏
以
敗
、
抑
日
、
如
彼
泉
流
、
無
論
膏
以
亡
、
　
無
、
登
聲
、
無
論
膏
以
敗
、
論
膏
以
敗
也
、
・
…
・
・
…

　
　
　

訓
詰
の
虚
と
実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
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無
論
膏
以
亡
、
論
膏
以
亡
也
、
…
…
…
雨
無
正
日
、
若
此
無
罪
、
論
膏
以
鋪
、
語
意
正
相
近
、
箋
解
小
畏
則
日
、
無
相
牽
率
爲
悪
、

　
抑
篇
則
日
、
無
自
率
行
爲
悪
、
皆
與
之
以
亡
、
倶
誤
以
無
戒
詞
、

㈲
禮
記
祭
義
日
、
天
之
所
生
、
地
之
所
養
、
無
人
爲
大
、
　
無
人
爲
大
、
人
爲
大
也
、
大
戴
禮
記
曾
子
大
孝
篇
、
天
之
所
生
、

　
爲
大
　
、
則
無
爲
護
聲
可
知
、
正
義
日
、
天
地
生
養
萬
物
之
中
、
無
如
人
最
爲
大
、
失
之
、

ω
昭
ご
十
六
年
左
傳
日
、
我
無
所
監
夏
后
及
商
、
　
杜
注
日
、
言
追
監
夏
商
之
亡
、
是
無
爲
登
聲
、

θ
管
子
立
政
九
敗
解
篇
日
、
人
君
唯
母
聴
寝
兵
、
　
母
、
登
聲
、
母
聴
、
聴
也
、

⑨
墨
ヱ
・
尚
賢
篇
日
、
古
者
聖
王
唯
母
得
賢
人
而
使
之
、
般
爵
以
貴
之
、
裂
地
以
封
之
、
終
身
不
厭
、
…
…
　
母
、
議
聲
、

以
自
濁
敗
、
解

地
之
所
養
、
人

母
得
、
得
也
、

　
以
上
通
覧
す

る
に
、
そ
の
博
引
労
証
、
文
章
読
解
の
鋭
さ
に
は
、
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
感
嘆
の
他
は
な
い
。
㈲
㈲
⑨
な
ど
は
鉄
案

と
な
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
　
「
無
」
が
発
声
の
助
字
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は
確
固
と
し
た
事
実
で
あ
る
。

　
が
、
王
引
之
の
用
例
が
全
て
適
当
か
ど
う
か
は
自
ら
別
問
題
で
あ
る
。
上
の
例
で
も
、
必
ず
し
も
全
て
に
賛
同
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
。
例
え
ば
ω
で
は
、
王
氏
の
説
で
固
よ
り
通
ず
る
が
、
ま
た
正
義
の
よ
う
に
「
人
よ
り
大
な
る
は
無
し
」
と
読
ん
で
も
何
ら
差
支
え

な
い
。
王
氏
は
『
大
戴
礼
』
の
文
と
比
較
し
て
か
く
断
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
類
似
の
文
章
で
一
方
が
肯
定
形
を
用
い
、
一
方
が
否

定
或
い

は

反
語
形

を
用
い
る
こ
と
は
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
決
定
的
証
拠
と
は
な
り
得
な
い
。
ま
た
ω
で
は
、
　
「
我
、
監
み

る
所
無
か
ら
ん
や
、
夏
后
と
商
あ
り
」
と
訓
ず
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
で
杜
注
と
少
し
も
背
馳
し
な
い
し
、
四
字
句
ず
つ
に
な

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
む
し
ろ
そ
の
方
が
勝
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
更
に
、
㈲
ω
の
章
注
を
並
列
し
て
前
者
を
是
と
し
て
い
る
が
、

『
国
語
』
中
の
「
無
亦
」
に
対
す
る
章
注
は
③
以
外
全
て
「
不
亦
也
」
で
あ
り
、
③
の
場
合
も
斐
学
海
の
説
く
よ
う
に
む
し
ろ
「
不
」

字
の
脱
略
の
可
能
性
も
あ
り
、
王
氏
の
典
拠
の
用
い
方
は
恣
意
的
た
る
を
免
れ
な
い
。



　
申
で
も
問
題
な
の
は
、
ω
で
毛
伝
に
拠
り
な
が
ら
鄭
箋
を
非
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ま
ま
伝
を
破
る
こ
と
が
あ

る
も
の
の
、
原
則
と
し
て
箋
は
伝
を
祖
述
敷
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
こ
こ
で
も
、
箋
は
伝
に
異
を
唱
え
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
鄭
玄
は
「
無
競
、
競
也
」
と
い
う
伝
に
つ
い
て
王
氏
と
は
全
然
別
の
解
釈
を
し
て
い
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
思

い

浮
か
ぶ
回
答
は
、
先
の
㈲
の
よ
う
に
比
較
（
よ
り
競
な
る
も
の
が
無
い
と
は
競
と
い
う
こ
と
）
と
す
る
か
、
或
い
は
m
の
よ
う
に
反
語
（
競

と
い
う
こ
と
が
無
い
で
あ
ろ
う
か
、
い
や
競
で
あ
る
）
と
す
る
か
で
あ
る
。
王
氏
の
引
用
す
る
鄭
箋
で
は
み
な
「
…
…
よ
り
彊
（
1
1
競
）
き
は

無

し
」
と
読
め
る
か
ら
、
鄭
玄
は
前
の
比
較
形
と
と
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
「
抑
」
以
外
は
王
氏
の
誤
読
で
あ
り
、
　
「
執

競
」
の
如
き
は
文
字
も
改
め
ら
れ
て
い
る
。
原
文
は
「
不
彊
乎
其
克
商
之
功
業
言
其
彊
也
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
彊
か
ら
ざ
ら
ん
や
其

の

商
に
克
て
る
の
功
業
と
は
、
其
の
彊
き
を
言
ふ
な
り
」
と
読
む
し
か
な
い
か
ら
、
鄭
玄
が
伝
を
反
語
に
解
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

で

あ
る
。
「
烈
文
」
　
「
武
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
厳
密
に
は
比
較
形
と
反
語
と
は
別
物
で
あ
る
が
、
「
抑
」
正
義
に

「
賢
を
得
れ
ば
則
ち
彊
か
る
べ
き
に
而
も
無
競
と
云
ふ
を
以
て
、
故
に
其
の
反
言
な
る
を
知
る
な
り
」
と
云
う
よ
う
に
、
否
定
に
よ
っ

て

肯
定
を
強
調
し
て
い
る
点
で
は
広
い
意
味
で
反
語
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
（
従
っ
て
、
一
見
前
後
相
異
な
る
が
如
き
鄭
箋
も
、
必
ず
し
も

矛
盾

と
決
め
つ
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
）
②
が
か
く
の
如
き
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ω
の
「
無
念
」
も
鄭
玄
は
当
然
反
語
（
「
念
ふ
こ
と

無
か

ら
ん
や
」
と
訓
ず
る
）
と
解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
し
、
更
に
広
げ
て
、
　
「
無
某
、
某
也
」
な
る
訓
詰
一
般
に
つ
い
て
も
、
彼
が
そ

れ

を
反
語
（
広
義
）
を
示
す
も
の
と
解
釈
し
て
い
た
と
断
定
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
当
初
の
問
題
で
あ
っ
た
「
無
寧
」
も
、

彼
に
従
え
ば
「
寧
ろ
…
…
無
か
ら
ん
や
」
と
読
む
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
第
二
の
反
語
説
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ω
②
を
最
大
の
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
王
氏
の
発
声
説
の
基
本
は
「
無
某
、
某
也
」
と
い
う
訓

詰
に
在
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
、
そ
の
基
本
自
体
に
重
大
な
疑
義
の
存
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
こ
で
我
々
は
眼
を
「
無
」
よ
り
「
不
」

に

転
じ
、
　
「
無
某
、
某
也
」
と
双
生
児
的
関
係
に
あ
る
「
不
某
、
某
也
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
よ
う
。

訓
詰
の
虚
と
実

二
八
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王
引
之
の
「
不
」
に
関
す
る
考
察
は
『
釈
詞
』
巻
十
の
「
不
否
不
〔
の
条
に
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
王
氏
は
、
「
玉
篇
日
、
不
、
詞
也
」

を
標
題
と
す
る
項
目
を
た
て
、
そ
の
前
半
で
（
後
半
は
「
承
上
文
者
」
）
「
不
」
が
発
声
の
助
字
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
論
証
し

て

い

る
。
そ
の
論
証
は
詳
細
を
極
め
た
も
の
で
、
「
無
」
の
条
を
も
は
る
か
に
凌
い
で
全
書
中
最
大
規
模
を
誇
っ
て
い
る
。
そ
の
引
用

典
拠
は

数
十
条
に
の
ぼ
る
が
、
そ
の
基
幹
を
な
す
の
が
「
不
某
、
某
也
」
の
形
式
の
訓
詰
で
あ
る
。
勿
論
王
氏
は
、
　
「
無
某
、
某
也
」

と
同
様
、
　
「
不
某
、
某
也
」
の
「
不
」
を
発
声
の
助
字
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
形
の
訓
詰
は
や
は
り
毛
伝
に
最
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
で
は
鄭
玄
は
そ
の
「
不
」
を
ど
う
解
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論

を
先
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
普
通
の
否
定
語
と
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
多
く
は
文
脈
上
反
語
と
し
て
読
む
こ
と
に
な

る
。
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
小
雅
「
車
攻
」
の
「
徒
御
不
警
、
大
庖
不
盈
」
の
箋
注
で
あ
る
。
そ
の
毛
伝
に
は
「
不
警
、
警
也
、
不
盈
、

盈
也
」
と
あ
る
の
だ
が
、
鄭
玄
は
伝
を
解
釈
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
　

「
不
警
、
警
也
、
不
盈
、
盈
也
」
と
は
、
其
の
言
を
反
し
て
之
を
美
む
る
な
り
。

と
云
い
、
は
っ
き
り
反
語
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
鄭
玄
が
わ
ざ
わ
ざ
か
よ
う
な
解
説
を
し
た
の
は
、
正
義
に
よ
る
と
、
　
「
以
後
の

此
の

類
、
皆
然
る
を
明
ら
か
に
す
」
る
た
め
で
あ
る
か
ら
、
鄭
玄
が
「
不
某
、
某
也
」
を
ほ
ぼ
全
て
反
語
と
解
し
て
い
た
こ
と
は
確
実

で

あ
る
。
　
「
不
」
の
場
合
も
「
無
」
に
於
け
る
と
同
様
、
鄭
玄
と
王
引
之
は
鮮
烈
な
対
照
を
為
し
て
い
る
。

　
で

は
、
鄭
王
い
ず
れ
の
説
が
是
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
王
引
之
に
左
祖
す
る
者
に
は
、
陳
奥
『
詩
毛
詩
伝
疏
』
・
愈
樋
『
古
書
疑
義
挙

例
』
お
よ
び
挑
維
鋭
『
同
増
補
』
・
楊
樹
達
『
詞
詮
』
等
が
あ
る
が
、
鄭
玄
に
は
特
に
補
強
す
る
者
は
な
い
。
こ
れ
は
鄭
玄
を
支
持
し

な

い

の

で
は

な

く
、
む
し
ろ
彼
の
解
釈
が
普
通
で
あ
っ
た
か
ら
で
、
朱
子
の
『
詩
集
伝
』
も
解
釈
は
鄭
玄
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
、
王
説
を
認
め
つ
つ
も
そ
の
行
過
ぎ
を
是
正
し
、
鄭
玄
的
解
釈
と
の
折
衷
を
図
っ
て
い
る
者
に
、
呉
昌
螢
『
経
詞
街
釈
』
・
斐
学

海

『
古
書
虚
字
集
釈
』
が
あ
る
。
因
み
に
、
本
邦
の
漢
文
法
学
者
た
ち
は
、
河
北
景
槙
『
助
字
鵠
』
が
明
確
に
「
無
念
、
念
也
」
　
「
無



寧
、
寧
也
」
を
反
語
と
断
定
し
て
い
る
を
始
め
、
大
体
は
鄭
玄
的
解
釈
に
近
い
。
特
に
「
無
寧
」
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
差
は

あ
る
け
れ
ど
も
、
全
員
「
寧
ろ
…
…
無
か
ら
ん
や
」
と
読
む
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
（
恐
ら
く
そ
れ
は
訓
読
の
習
慣
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
訓
読
が
全
て
の
字
を
読
も
う
と
す
る
傾
向
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
記
憶
に
止
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
）
但
し
、
皆
川
洪
園
『
助
字
詳
解
』
等

が
、
そ
れ
故
に
杜
注
は
誤
り
だ
と
し
て
い
る
の
は
、
　
「
無
寧
、
寧
也
」
自
体
に
つ
い
て
は
「
無
」
を
無
意
味
の
助
字
と
と
っ
た
の
で
あ

っ

て
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
王
引
之
と
一
致
す
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
が
素
直
な
解
釈
で
あ
る
だ
け
に
、
か
か
る
立
場
も
当

然
あ
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。

　
私
自
身
は
、
　
「
無
某
、
無
也
」
　
「
不
某
、
某
也
」
全
般
に
つ
い
て
判
断
す
る
力
は
も
と
よ
り
持
た
な
い
が
、
　
「
無
寧
」
に
限
っ
て
言

え
ば
、
鄭
説
を
支
持
し
た
い
。
何
と
な
れ
ば
、
王
引
之
も
、
　
「
無
寧
」
と
ほ
ぼ
同
義
の
「
無
乃
」
に
つ
い
て
は
反
語
と
見
な
し
て
い
る

か

ら
で
あ
る
。
以
下
、
両
者
に
つ
い
て
比
較
的
に
述
べ
よ
う
。

　
古
典
に
は

「
無
乃
」
と
い
う
句
法
が
よ
く
出
て
く
る
。
　
『
釈
詞
』
で
は
「
『
無
乃
』
は
猶
ほ
『
得
無
』
の
ご
と
き
な
り
」
と
説
い
て

い

る
が
、
　
「
得
無
」
は
「
…
…
無
き
を
得
ん
や
」
と
読
む
反
語
で
あ
る
か
ら
、
　
「
無
乃
」
も
反
語
と
し
て
「
乃
ち
…
…
無
か
ら
ん
や
」

と
読
む
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
「
無
乃
」
は
、
従
来
「
ム
シ
ロ
」
と
訓
読
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
無
寧
」

と
相
似
た
意
味
を
有
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
下
の
「
乎
」
と
呼
応
す
る
句
法
も
一
律
で
あ
る
。
従
っ
て
、
も
し
「
無
乃
」
を
反
語
と

す

る
な
ら
、
「
無
寧
」
も
ま
た
「
寧
ろ
…
…
無
か
ら
ん
や
」
と
反
語
に
読
む
べ
き
な
の
で
あ
る
。
現
に
王
氏
も
、
「
無
寧
」
1
1
「
無
乃
」

な

る
場
合
の
あ
る
を
認
め
、

　
　

「
無
寧
」
は
猶
ほ
「
無
乃
」
の
ご
と
き
な
り
。
家
大
人
曰
く
、
「
昭
二
十
二
年
左
傳
に
曰
く
、
　
『
無
寧
以
爲
宗
差
』
と
。
言
ふ
こ

　
　

こ
ろ
は
、
宋
若
し
自
ら
華
氏
を
諒
せ
ば
、
乃
ち
以
て
宗
族
の
蓋
と
爲
る
こ
と
無
か
ら
ん
や
、
楚
を
し
て
之
を
蒙
せ
し
む
る
に
如
か

　
　
ず
と
な
り
」
と
。
杜
注
に
「
無
寧
は
寧
な
り
」
と
日
ふ
は
之
を
失
せ
り
。
寧
は
訓
じ
て
乃
と
爲
す
。
　
（
『
釈
詞
』
巻
十
「
無
」
）

訓
話
の
虚
と
実

二
八
九
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と
云
う
。
　
「
寧
」
を
「
乃
」
と
訓
ず
る
の
に
は
「
一
声
の
転
」
　
（
『
釈
詞
』
巻
六
「
乃
」
）
な
る
正
当
な
理
由
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
無
」

を
あ
く
ま
で
も
発
声
と
せ
ん
と
す
る
彼
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
齪
齢
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
も
っ
と
も
父
の
説
だ
か
ら
改
め
る
の
を

遠
慮

し
た
の
か
も
し
れ
ぬ
が
、
「
寧
」
字
の
条
（
巻
六
）
に
於
て
も
同
説
を
述
べ
て
「
此
の
『
無
寧
』
は
他
虞
の
『
無
寧
』
と
言
ふ
者
と

同
じ
か
ら
ず
」
と
云
い
、
そ
こ
で
は
「
家
大
人
日
」
と
称
し
て
い
な
い
か
ら
、
引
之
自
身
も
こ
の
「
無
寧
」
を
「
無
乃
」
と
見
て
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
王
氏
が
こ
れ
だ
け
を
別
に
し
た
の
は
、
恐
ら
く
「
寧
」
は
願
詞
で
あ
る
か
ら
望
ま
し
く
な
い
こ
と
に
使
用
で
き

な
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
そ
こ
に
王
氏
の
読
書
の
細
や
か
さ
を
感
じ
と
れ
も
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
隠
公
十
一
年
や
裏

公
二
十
九
年
の
例
に
も
若
干
の
疑
義
が
出
な
い
で
は
な
い
。
実
際
、
前
者
に
つ
い
て
は
斐
学
海
が
、
後
者
は
呉
昌
螢
が
そ
れ
ぞ
れ
「
無

乃
」
と
解
し
て
い
る
。
斐
呉
両
氏
の
説
の
是
非
は
さ
て
お
き
、
王
氏
が
「
発
声
」
で
押
せ
る
だ
け
押
し
な
が
ら
、
な
お
反
語
と
解
さ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
王
氏
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
　
「
無
乃
」
に
つ
い
て
も
「
無
乃
、
乃
也
」
と
云
い
、
そ
の
発
声
な
る
を
主
張
す
べ
き
は
ず
な

の

で

あ
る
。
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
の
は
、
旧
注
に
か
か
る
訓
詰
が
な
い
こ
と
も
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
が
、
　
「
不
亦
」
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て

は
、
『
孟
子
』
趙
注
に
「
不
亦
、
亦
也
」
と
あ
る
の
を
否
定
し
て
ま
で
や
は
り
反
語
と
し
て
い
る
の
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
「
無
乃
」

や

「
不
亦
」
の
如
く
経
伝
に
頻
出
す
る
語
法
に
つ
い
て
は
発
声
な
り
と
断
定
す
る
の
に
躊
躇
が
あ
っ
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
す

れ

ば
、
王
氏
の
い
う
発
声
が
、
都
合
の
い
い
例
ば
か
り
を
採
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
、
か
な
り
独
断
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

よ
う
。

　

と
も
あ
れ
、
発
声
に
よ
っ
て
「
無
寧
」
全
て
を
律
し
得
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
「
無
乃
」
と
同
様
、
反
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
見
て
お
く
の
が
よ
り
妥
当
で
あ
ろ
う
。
反
語
と
し
て
扱
え
ば
、
完
全
と
は
い
か
ぬ
ま
で
も
、
ま
ず
ほ
と
ん
ど
は
通
じ
る
の
で
あ
る
。

た

だ
、
「
寧
」
を
願
詞
と
限
定
し
て
し
ま
う
と
困
難
に
陥
る
し
、
と
言
っ
て
全
く
「
無
乃
」
と
同
義
と
す
る
の
も
ま
た
「
寧
」
の
有
す



る
比
較
選
択
の
意
義
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ま
あ
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
こ
う
な
る
だ
ろ
う
、
ぐ
ら
い
の
意
味
に
考
え
て
お

く
の
が
最
も
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

　
な
お
ま
だ
馬
融
・
杜
預
ら
が
ど
ち
ら
の
つ
も
り
で
か
の
注
を
使
用
し
た
か
と
い
う
問
題
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
解
明
に
は
な
お
多

く
の
考
証
が
必
要
な
の
で
、
今
回
は
以
上
の
結
論
に
止
め
て
お
き
た
い
。

三

　

「
無
寧
」
　
「
無
念
」
等
の
「
無
」
に
つ
い
て
の
鄭
玄
と
王
引
之
の
解
釈
の
相
違
は
以
上
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
相
違
は

い
ず

こ
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
、
直
接
的
に
は
小
学
上
の
知
識
・
体
系
の
相
違
よ
り
来
る
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
そ
の

背
後
に
、
両
者
の
学
問
の
性
格
そ
の
も
の
の
根
本
的
相
違
が
あ
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

『
釈
詞
』
は
言
う
ま
で
も
な
く
王
引
之
の
代
表
作
で
あ
る
が
、
か
の
「
不
」
お
よ
び
「
無
」
を
「
発
声
」
と
論
証
す
る
項
目
は
、
既

に

述
べ
た
よ
う
に
『
釈
詞
』
の
中
で
も
最
も
長
大
な
部
分
で
あ
る
と
と
も
に
、
旧
注
に
対
す
る
駁
正
の
厳
し
さ
と
い
う
点
に
於
て
も
き

わ

だ
っ

た

存
在
で

あ
る
。
こ
の
両
条
こ
そ
ま
さ
に
全
書
中
の
白
眉
と
称
す
る
に
足
る
。
従
っ
て
、
王
引
之
の
学
術
の
精
粋
が
こ
の
両
条

に

込

め
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
極
言
す
れ
ば
、
　
「
無
寧
、
寧
也
」
の
訓
詰
に
彼
の
学
術
の
本
質
が
顕
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ

る
の
で
あ
る
。

　

『
経
伝
釈
詞
』
と
は
文
字
通
り
、
経
伝
に
見
ゆ
る
助
詞
（
字
）
の
用
法
を
解
釈
し
た
書
物
で
あ
る
が
、
そ
の
著
述
の
根
抵
に
は
旧
来

の

注
釈
に
対
す
る
激
し
い
批
判
が
存
し
て
い
る
。
王
氏
の
自
序
に
云
う
、

　
　
漢

よ
り
以
來
、
経
を
説
く
者
、
雅
訓
を
宗
旬
し
、
凡
そ
實
義
の
在
る
所
は
、
既
に
明
ら
か
に
之
を
箸
せ
り
。
而
る
に
語
詞
の
例
は

　
　
則
ち
略
し
て
究
め
ず
。
或
い
は
郎
ち
實
義
を
以
て
之
を
澤
し
、
遂
に
其
の
文
を
し
て
拝
格
せ
し
め
、
意
も
亦
た
明
ら
か
な
ら
ず
。

訓
詰
の
虚
と
実

二
九
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実
義

を
以
て
助
字
（
虚
辞
）
を
解
す
る
旧
注
の
誤
り
を
批
判
し
、
助
字
を
助
字
と
し
て
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
『
釈
詞
』
の

執
筆
意
図
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
意
図
は
ま
た
、
自
序
に

　
　
引
之
、
庚
戌
の
歳
（
乾
隆
五
＋
五
年
、
二
＋
五
歳
）
に
都
に
入
り
し
よ
り
、
大
人
に
侍
し
て
経
義
を
質
問
す
。
始
め
て
尚
書
廿
八
篇

　
　
を
取
り
て
之
を
紬
繹
し
、
其
の
詞
の
登
句
・
助
句
な
る
者
、
昔
人
　
實
義
を
以
て
之
を
繹
し
、
往
往
詰
籍
し
て
病
と
爲
る
を
見
る
。

　
　
矯
か
に

嘗
て

私
に
之
が
説
を
爲
す
も
、
未
だ
敢
て
定
め
ざ
る
な
り
。
大
人
の
毛
詩
「
終
風
且
暴
」
、
禮
記
「
此
若
義
也
」
の
諸
條

　
　
を
論
ず
る
を
聞
く
に
及
び
、
意
指
を
登
明
す
る
こ
と
換
と
し
て
泳
の
稗
く
る
が
若
し
。
盆
々
復
た
遵
循
す
る
所
を
得
、
奉
じ
て
稽

　
　
式

と
爲
し
、
乃
ち
途
に
引
き
て
之
を
伸
べ
、
以
て
其
の
義
類
を
壷
く
せ
り
。
九
経
・
三
傳
よ
り
周
秦
西
漢
の
書
に
及
ぶ
ま
で
、
凡

　
　

そ
語
助
の
文
は
偏
く
捜
討
を
爲
し
、
字
を
分
ち
て
編
次
し
、
以
て
経
傳
繹
詞
十
巻
を
爲
る
。

と
あ
る
如
く
、
王
引
之
の
学
問
全
体
を
貫
く
根
本
方
針
で
あ
る
と
と
も
に
、
父
念
孫
よ
り
授
け
ら
れ
た
家
学
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

父
に

侍

し
て
経
義
を
質
し
た
こ
と
は
『
経
義
述
聞
』
（
以
下
『
述
聞
』
と
略
称
）
の
自
序
に
も
見
え
て
い
る
が
、
そ
れ
に
拠
る
と
、
　
『
爾

雅
』
　
『
説
文
』
　
『
音
学
五
書
』
を
は
じ
め
て
読
み
、
声
音
・
文
字
・
詰
訓
に
知
見
を
得
て
き
た
王
引
之
に
対
し
て
、
念
孫
は
「
乃
ち
今

以
て

吾
が
學
を
傳
ふ
べ
し
」
と
喜
ん
だ
と
い
う
。
子
の
家
学
を
継
承
せ
ん
と
す
る
意
欲
も
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
父
の
期
待
も
ま

た

極
め

て

大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
然

ら
ば
、
そ
の
王
念
孫
の
学
問
は
い
か
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
い
か
な
る
理
念
の
も
と
に
打
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
我
々
は
そ
の
見
事
な
成
果
を
『
広
雅
疏
証
』
と
し
て
現
有
し
、
ま
た
そ
の
簡
に
し
て
か
つ
明
な
る
理
念
の
表
明
を
同
書
の
自
序

の

中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
曰
く
、

　
　
訓
詰
の

旨
は
聲
音
に
本
つ
く
。
故
に
聲
同
じ
く
し
て
字
異
な
り
、
聲
近
く
し
て
義
同
じ
き
有
り
。
或
い
は
類
も
て
聚
ま
り
書
も
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
つ
さ

　
　
分

る
と
錐
も
、
實
に
亦
た
同
條
共
貫
な
り
。
警
へ
ば
裏
を
振
ふ
に
は
必
ず
其
の
領
を
提
げ
、
網
を
禦
ぐ
る
に
は
必
ず
其
の
綱
を
摯



　
　
ぐ
る
が
如
し
。
…
…
此
を
之
れ
知
ら
ず
ん
ぱ
、
則
ち
字
別
れ
て
音
を
爲
し
、
音
別
れ
て
義
を
爲
し
、
或
い
は
文
を
望
み
て
虚
し
く

　
　
造
り
て
古
義
に
違
ひ
、
或
い
は
成
訓
を
墨
守
し
て
會
通
寡
な
し
。
易
簡
の
理
失
は
れ
て
大
道
岐
多
し
。
今
則
ち
古
音
に
就
き
て
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
は

　
　
て

古
義

を
求
め
、
引
伸
鰯
類
し
て
形
麗
に
限
ら
れ
ず
。
荷
く
も
以
て
前
訓
を
登
明
す
べ
く
ん
ば
、
斯
ち
凌
雑
の
識
も
亦
た
欝
せ
ざ

　
　
る
所
な
り
。

訓
詰
学
の
要
諦
は
仮
借
に
在
る
。
彼
の
学
問
的
営
為
は
全
て
仮
借
の
追
求
に
奉
げ
ら
れ
た
と
い
う
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
営

為
の
根
抵
に
、
　
「
訓
詰
の
旨
は
声
音
に
本
つ
く
」
と
い
う
確
信
が
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
彼
の
常
套
文
句
で
あ
り
、
声
近
け
れ
ば
義
同
じ

と
い
う
公
理
に
導
か
れ
て
到
達
し
た
定
理
で
あ
っ
た
。
王
念
孫
の
学
問
は
、
こ
の
定
理
の
発
見
と
そ
の
運
用
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が

で

き
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
定
理
は
、
そ
の
ま
ま
子
の
王
引
之
に
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

『
述
聞
』
序
に
、
吾
が
学
を
伝
う
べ
し
と
喜
ば
れ
た
こ
と
を
記
し
た
後
に
、

　
　
詰
訓
の

指
は
聲
音
に
存
す
。
字
の
同
じ
く
聲
近
き
者
、
経
傳
往
往
椴
借
す
。
學
者
　
聲
を
以
て
義
を
求
め
、
其
の
假
借
の
字
を
破

　
　
り
、
讃
む
に
本
字
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
換
然
と
し
て
泳
繹
せ
ん
。
如
し
其
の
假
借
の
字
に
し
て
而
も
強
ひ
て
之
が
解
を
爲
さ
ば
、

　
　
則
ち
詰
鞠
し
て
病
と
爲
る
。

と
云
う
念
孫
の
語
を
引
く
が
、
こ
れ
は
引
之
が
父
の
教
え
を
忠
実
に
守
っ
て
き
た
こ
と
、
お
よ
び
『
述
聞
』
が
ま
さ
し
く
父
の
学
問
を

租
述
実
践

し
た
成
果
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
文
章
が
上
引
の
『
釈
詞
』
序
と
酷
似
し
て
い
る
の

を
見
れ
ば
、
　
『
釈
詞
』
も
ま
た
父
の
学
問
の
忠
実
な
祀
述
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
両
書
に
念
孫

の

説
が
多
数
引
か
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
が
、
そ
れ
は
引
之
の
忠
実
さ
の
証
明
で
も
あ
り
、
ま
た
父
の
期
待
を
裏
切
ら
な
か

っ

た

と
い
う
自
信
の
現
れ
で
も
あ
ろ
う
。
実
際
、
こ
の
両
書
、
わ
け
て
も
『
述
聞
』
を
読
む
者
は
、
「
家
大
人
日
」
と
「
引
之
謹
按
」

が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
見
事
な
調
和
を
奏
で
て
い
る
の
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
家
学
」
な
の
で
あ
り
、
世
に
「
二
王
」
と
か

訓
詰
の
虚
と
実

二
九
三
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「
高
郵
王
氏
学
」
と
称
さ
れ
て
き
た
の
も
決
し
て
虚
誉
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
二
王
の
学
問
の
間
に
全
く
差
異
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
親
子
と
雛
も
別
人
で
あ
る
以
上
、
細
か
い
点
に
色
々
な
差
異
が

あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
特
に
次
の
一
事
は
無
視
し
得
な
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
王
念
孫
が
ほ
と
ん

ど
仮
借
一
点
張
り
で
あ
る
に
対
し
、
引
之
の
方
は
そ
れ
に
加
え
て
「
語
助
」
或
い
は
「
発
声
」
な
る
規
定
を
頻
用
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
銭
煕
詐
は

『
釈
詞
』
重
刊
本
の
蹟
に
於
て
、
同
書
の
類
例
を
大
略
次
の
六
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
即
ち
常
語
・
語
助
・
歎
詞
・
発
声

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

・

通
用
・
別
義
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
常
語
と
歎
詞
に
つ
い
て
は
説
明
不
要
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
王
氏
で
な
け
れ
ば
と
い
う
も
の
で
も
な

い
。
　
『
釈
詞
』
の
特
色
・
重
点
は
残
り
の
四
類
に
在
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
通
用
と
は
音
通
、
即
ち
仮
借
に
他
な
ら
な
い
。
別
義
と
は
文
字
通
り
本
義
（
常
語
）
以
外
の
義
、
即
ち
い
わ
ゆ
る
転
注
に
あ
た

る
が
、
銭
氏
が
「
與
」
が
「
及
」
と
い
う
本
義
の
外
に
、
「
以
」
　
「
爲
」
　
「
謂
」
　
「
如
」
の
義
に
も
な
る
こ
と
を
そ
の
例
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
も
特
別
の
技
法
で
は
な
い
。
　
「
與
、
如
也
」
　
「
以
、
與
也
」
は
『
広
雅
』
、
　
「
爲
、
以
也
」
は
『
玉
篇
』
に

見

え
る
訓
詰
で
あ
り
、
而
し
て
「
與
」
と
「
謂
」
お
よ
び
「
謂
」
と
「
爲
」
は
「
一
声
の
転
」
、
　
「
如
」
と
「
與
」
は
「
声
近
し
」
で

あ
る
。
つ
ま
り
転
注
す
る
所
以
は
常
語
・
互
訓
・
仮
借
で
あ
り
、
結
局
こ
れ
も
定
理
の
運
用
の
結
果
で
あ
る
。

　
で

は
、
語
助
と
発
声
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
銭
氏
も
云
う
如
く
「
無
意
義
の
類
」
で
あ
り
、
単
に
リ
ズ
ム
を
整
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

る
た
め
だ
け
の
も
の
で
何
ら
の
意
味
も
持
っ
て
い
な
い
。
文
中
の
位
置
に
よ
っ
て
語
助
と
発
声
に
分
れ
て
い
る
が
、
無
意
義
で
あ
る
と

い

う
点
に
於
て
本
質
的
に
同
じ
も
の
で
あ
る
と
見
て
よ
い
。
こ
の
二
類
と
も
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
注
釈
用
語
で
あ
り
、
決
し
て

特
殊
な
用
法
で
は
な
い
が
、
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
は
仮
借
と
は
全
く
別
の
概
念
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
某

字
と
某
字
と
が
仮
借
で
あ
る
と
い
う
と
き
に
は
、
両
者
の
声
音
が
同
じ
か
近
い
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
某
字
と
某
字
と
が
語
助



も
し
く
は
発
声
で
あ
る
と
い
う
と
き
は
、
両
字
に
は
何
の
関
係
も
な
い
。
語
助
や
発
声
は
本
来
個
別
的
に
独
立
し
て
存
在
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
王
引
之
が
仮
借
と
同
等
に
こ
の
語
助
・
発
声
を
用
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
従
っ
て
仮
借
以
外
の
新
た
な
定
理
を
つ
け
加
え
た
わ
け
で

あ

っ

て
、
仮
借
中
心
の
そ
れ
ま
で
の
学
問
に
新
局
面
を
開
い
た
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
も
っ
と
も
王
引
之
自
身
は
、
仮
借
と
語
助
に
何
ら
の
質
的
区
別
も
認
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
に
文
字
の
本
義
を
顧
り

み

ず
、
声
音
の
み
を
問
題
と
す
る
点
で
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
前
述
し
た
『
述
聞
』
　
『
釈
詞
』
二
つ
の
序
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

本
義

を
以
て
解
す
る
こ
と
と
実
義
を
以
て
解
す
る
こ
と
と
は
、
詰
鞠
の
病
に
於
て
全
く
同
等
で
あ
る
。
仮
借
の
用
法
を
究
め
た
以
上
、

助
字
の
用
法
を
研
究
を
す
る
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
た
。
ま
し
て
、
実
義
を
以
て
虚
辞
を
解
す
る
誤
り
は
、
全
て
仮
借
の
旨
に
晦
き
こ
と

に

由
る
の
で
あ
る
か
ら
。

　
が
、
彼
は
過
激
に
走
っ
て
し
ま
っ
た
。
実
義
を
排
除
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
余
り
に
も
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
助
字
な
い
し
虚
辞
と

い

う
も
、
全
く
の
虚
、
即
ち
無
意
義
な
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
意
味
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。
と

こ
ろ
が
王
引
之
は
、
こ
の
助
字
固
有
の
意
義
ま
で
も
否
定
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
残
る
は
無
意
義
の
助
字
、
即
ち
語
助
の
み
で
あ

っ

た
。
こ
の
助
字
か
ら
語
助
へ
の
軌
跡
は
、
『
述
聞
』
巻
三
二
通
説
下
に
含
ま
れ
る
「
語
詞
誤
解
以
実
義
」
に
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
前
言
に

　
　
余
　
嚢
に
経
傳
鐸
詞
十
巻
を
作
り
、
己
に
詳
か
に
之
を
箸
せ
り
。
弦
に
復
た
約
し
て
之
を
略
言
す
。

と
云
う
よ
う
に
、
晩
年
に
作
っ
た
『
釈
詞
』
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
語
助
・
発
声
の
割
合
が
原
著
に
比
し
て
格
段

に

あ
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
「
無
」
に
つ
い
て
は
発
声
の
み
が
採
択
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
原
著
で
は
数
項
目
あ
っ
た
も
の

か

ら
語
助
・
発
声
だ
け
を
取
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
王
氏
が
、
上
の
『
釈
詞
』
六
類
の
中
で
も
語
助
・
発

訓
詰
の
虚
と
実

二
九
五



中
国
思
想
史
研
究

二
九
六

声

を
と
り
わ
け
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
前
言
に

　
　
経

典
の
文
、
字
各
々
義
有
り
。
而
し
て
字
の
語
詞
た
る
者
は
則
ち
義
の
言
ふ
べ
き
無
く
、
但
だ
以
て
句
を
足
す
の
み
。
語
詞
に
し

　
　
て
而
も
實
義
を
以
て
之
を
解
せ
ば
、
則
ち
拝
格
し
て
通
じ
難
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
云
え
る
を
見
れ
ば
、
王
氏
は
ま
る
で
助
字
は
全
く
の
無
意
義
と
考
え
て
い
た
か
の
如
く
で
さ
え
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
王
氏
が
助
字
を

で

き
る
だ
け
無
意
義
な
も
の
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
意
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
王
氏
に
か
よ
う
な
意
識
が
あ
っ

た

と
す
れ
ば
、
有
意
義
・
無
意
義
い
ず
れ
に
読
ん
で
も
通
ず
る
場
合
、
彼
が
そ
の
ど
ち
ら
を
取
る
か
は
見
易
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
や
、

そ
の
意
識
が
か
か
る
選
択
の
際
、
不
知
不
識
に
作
用
し
た
と
い
う
こ
と
ば
か
り
に
止
ま
る
ま
い
。
む
し
ろ
彼
は
、
積
極
的
意
図
を
以
て

語
助

と
し
て
読
め
る
限
り
は
語
助
と
し
て
読
も
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
　
『
釈
詞
』
な
る
一
書
は
、
彼
に
と
っ
て
、
助
字
を
無

意
義
な
も
の
と
し
て
把
握
す
る
方
法
が
ど
こ
ま
で
貫
徹
で
き
る
か
と
い
う
実
験
の
報
告
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
さ
え
感
じ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　
意
図
的
で
あ
っ
た
に
せ
よ
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
意
識
が
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
彼
の
語
助
・
発
声
と
い
う
規

定
に

は

か

な
り
予
断
も
し
く
は
独
断
が
含
ま
れ
て
い
る
恐
れ
が
強
い
。
事
実
、
「
無
」
　
「
不
」
の
発
声
に
つ
い
て
の
議
論
は
か
な
り
独

断
的
で
あ
っ
た
。
章
柄
麟
は
「
王
伯
申
新
定
助
字
辮
」
（
『
太
炎
文
録
』
続
編
巻
一
）
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は

　
　
其
の
始
め

て

経
傳
稗
詞

を
創
作
し
、
晩
に
又
た
述
聞
中
に
於
て
「
語
詞
誤
解
以
實
義
」
の
一
條
を
著
す
は
、
駿
か
に
其
の
説
を
玲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
し
い
ま
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
か

ば
、
宿
儒
と
錐
も
以
て
自
ら
解
す
る
無
し
。
而
れ
ど
も
歯
葬
滅
裂
の
虞
も
亦
た
多
く
、
意
を
隷
に
し
て
詞
を
造
す
こ
と
、
習

　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
　
　
オ

　
　
貫
爲
る
を
覗
る
。
且
つ
奮
解
誤
り
に
非
ず
し
て
而
も
強
詞
を
以
て
之
を
奪
ふ
者
有
り
、
亦
た
本
臆
造
に
非
ざ
る
も
、
古
訓
を
援
き

　
　
聲
音

を
比
し
て
以
て
自
ら
讃
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
者
有
り
。

と
云
い
、
王
引
之
の
独
断
性
を
批
判
し
て
い
る
が
、
そ
れ
も
あ
な
が
ち
不
当
で
は
な
い
。
章
氏
の
批
判
は
必
ず
し
も
語
助
に
の
み
向
け



ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
全
十
三
条
中
、
語
助
が
過
半
数
の
七
条
を
占
め
（
内
一
条
は
発
語
）
、
ま
た
「
臆
造
無
拠
」
と
断
罪
さ
れ
る

六
条
申
の
四
条
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
批
判
は
語
助
に
よ
り
多
く
該
当
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
仮
借
の
研
究
に
於
て
も
、
本
字
の
ま
ま
で
通
じ
る
の
に
敢
て
仮
借
字
と
し
て
読
も
う
と
す
る
傾
向
が
か
な
り
目
立
つ
も
の
の
、
大
体

の

と
こ
ろ
は
一
応
首
肯
で
き
る
し
、
ま
た
そ
の
態
度
も
慎
重
で
あ
る
の
に
、
何
故
に
語
助
に
於
て
は
か
ほ
ど
独
断
的
に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
仮
借
に
は
証
明
が
要
る
の
に
、
語
助
で
は
そ
れ
が
不
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
語
助
は
前
述
の
如
く
、
独
立
し
た
存
在

で

あ
る
か
ら
、
い
か
な
る
場
合
に
も
適
応
す
る
。
し
か
し
そ
れ
故
に
こ
そ
、
「
語
助
な
り
」
と
い
う
注
は
最
後
の
手
段
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
常
語
・
仮
借
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
解
し
て
も
意
味
の
通
じ
ぬ
時
に
の
み
「
語
助
な
り
」
と
い
う
注
が
許
さ
れ
る
。
も
し
安
易

に

語
助

を
使
う
な
ら
、
解
釈
上
不
都
合
な
文
字
は
全
て
語
助
と
し
て
と
ば
し
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
特
効
薬
を
使
用
す
る
者
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
だ

節
度
が
要
求
さ
れ
る
。
ま
さ
に
章
氏
の
云
う
「
何
ぞ
氾
り
に
語
助
を
以
て
解
す
る
を
得
ん
や
」
で
あ
る
。
王
引
之
に
は
こ
の
節
度
に
若

工
－
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
以
上

が
、
仮
借
と
語
助
の
同
異
で
あ
り
、
二
王
の
連
続
と
非
連
続
で
あ
る
。
章
柄
麟
が

　
　
石
曜
　
苦
心
尋
繹
、
積
む
こ
と
六
十
年
、
之
を
得
る
こ
と
既
に
易
か
ら
ず
、
之
を
言
ふ
こ
と
殊
に
未
だ
敢
て
隷
に
せ
ず
。
伯
申

　
　
其
の
父
の
業
を
承
く
れ
ば
、
構
造
に
銀
難
す
る
者
と
自
ら
異
な
る
。
述
聞
の
一
篇
、
誠
に
精
詣
多
し
。
然
れ
ど
も
其
の
奮
説
を
改

　
　
易
す

る
こ
と
、
亦
た
已
む
べ
く
し
て
已
め
ぎ
る
者
有
り
。

と
云
い
、
二
王
の
評
価
を
異
に
す
る
所
以
は
ま
さ
し
く
こ
こ
に
在
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
鄭
玄
で
あ
る
。
王
念
孫
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ば

　
　
康

成
の
詩
に
箋
し
禮
に
注
し
て
、
屡
々
「
某
讃
み
て
某
と
爲
す
」
と
云
ふ
に
至
り
て
、
假
借
の
例
大
い
に
明
ら
か
な
り
。
後
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
康
成
の

破
字
を
病
む
者
或
る
は
、
古
字
の
假
借
多
き
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
　
（
『
述
聞
』
序
引
）

と
鄭
玄
を
評
価
し
、
他
処
で
も
鄭
玄
を
余
り
批
判
し
て
い
な
い
の
に
比
し
、
引
之
は
鄭
玄
に
対
し
て
極
め
て
批
判
的
で
あ
り
、
と
り
わ

　
　
　
訓
話
の
虚
と
実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
七
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け
『
釈
詞
』
の
語
助
・
発
声
二
類
に
於
て
は
、
条
と
し
て
そ
の
非
を
鳴
ら
さ
ざ
る
は
な
き
状
況
を
呈
し
て
い
る
。
申
で
も
攻
撃
対
象
は

『
詩
箋
』
で
あ
る
。
前
に
も
言
っ
た
よ
う
に
、
　
『
釈
詞
』
は
批
判
精
神
の
産
物
で
あ
り
、
凡
そ
現
存
す
る
旧
注
で
そ
の
批
判
を
免
れ
た

も
の
は
な
い
し
、
ま
た
鄭
玄
は
旧
注
家
中
の
最
大
巨
人
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
量
が
多
く
な
る
の
も
止
む
を
得
な
い
。
が
、
彼
に
対
す
る

批
判

は
、
そ
の
執
拗
さ
と
い
う
点
で
他
の
も
の
と
は
質
的
相
違
を
感
じ
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
単
な
る
経
説
の
異
同
を
こ
え
た
奥
深
い
対

立

を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
疑
い
は
、
『
述
聞
』
通
説
下
「
経
義
不
同
不
可
強
為
之
説
」
に

　
　
六
藝

を
講
論
し
、
同
異
を
稽
合
す
る
は
、
名
儒
の
盛
事
な
り
。
先
聖
の
元
意
を
述
べ
、
百
家
の
齊
し
か
ら
ざ
る
を
整
ふ
る
は
、
経

　
　
師
の
隆
軌
な
り
。
然
れ
ど
も
齊
し
か
ら
ざ
る
の
説
、
亦
た
終
に
齊
し
う
す
べ
か
ら
ざ
る
者
有
り
。
作
者
既
に
聞
く
所
欝
を
異
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
れ

ば
、
學
者
も
亦
た
第
だ
雨
説
を
存
せ
ん
の
み
。
必
ず
牽
就
し
て
其
の
参
差
を
混
ぼ
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
反
て
渥
散
を
致
し
て
其

　
　
の

本
旨
を
失
ふ
。

と
あ
る
を
見
れ
ば
、
愈
々
確
定
的
な
も
の
と
な
ろ
う
。
　
「
先
聖
の
元
意
を
述
べ
云
云
」
は
鄭
玄
「
戒
益
恩
書
」
の
文
句
で
あ
り
、
こ
の

批
判
は

明
ら
か
に
鄭
玄
を
意
識
し
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
次
に
節
を
改
め
て
、
鄭
玄
の
助
字
解
釈
に
つ
い
て
考
察
し
て

み
た
い
。

四

　
語
助
・
発
声
に
於
て
両
者
の
対
立
が
激
し
い
と
い
う
こ
と
か
ら
す
ぐ
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
鄭
玄
は
王
引
之
い
わ
ゆ
る
語
助
・
発
声
を

実
義
を
以
て
解
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
例
は
既
に
「
無
」
「
不
」
に
も
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
鄭
玄
の
誤
り
と
は
言
え

な

か
っ

た
。
が
、
「
丁
」
　
「
愛
」
　
「
幸
」
　
コ
云
」
　
「
言
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
往
」
　
「
日
」
　
「
述
」
　
「
言
」
　
「
我
」
と
訓
ず
る
が
如
き
は
不

自
然
で
あ
り
、
王
氏
の
語
助
説
（
訓
読
は
「
コ
コ
一
こ
）
が
是
で
あ
ろ
う
。



但

し
、
鄭
玄
が
語
助
や
発
声
な
る
注
釈
を
一
切
用
い
て
い
な
い
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、

「
三
礼
注
」
や
『
詩
箋
』
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
　
「
三
礼
注
」
の
主
要
例
を
左
に
列
挙
し
よ
う
。

か

な
り
多
く
の
使
用
例
が

ω

『
周
礼
』
行
夫
「
使
則
介
之
」
注
「
使
、
謂
大
小
行
人
也
、
故
書
日
夷
使
、
鄭
司
農
云
、
夷
使
、
使
於
四
夷
、

　
登
聲
、
」

②

『
儀
礼
』
士
冠
礼
記
「
母
追
、
夏
后
氏
之
道
也
」
注
「
母
、
登
聲
也
、
」

③
同
檀
弓
上
「
何
居
、
我
未
之
前
聞
也
」
注
「
居
、
讃
爲
姫
姓
之
姫
、
齊
魯
之
間
語
助
也
、
」

ω
同
右
「
爾
母
從
從
爾
、
爾
母
雇
雇
爾
」
注
「
爾
、
語
助
、
」

㈲
同
右
「
予
疇
昔
之
夜
」
注
「
晴
、
登
聲
也
、
」

⑥
同
射
義
「
公
岡
之
裏
」
注
「
之
、
登
聲
也
、
」

…
…
玄
謂
、
夷
、

　

こ
れ
ら
の
例
は
、
一
見
、
鄭
玄
も
気
軽
に
発
声
等
の
注
を
用
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
注
意
深
く
読
め
ば
、

実
は
そ
の
逆
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
ω
で
は
、
鄭
司
農
が
実
義
と
し
て
い
る
も
の
を
わ
ざ
わ
ざ
ひ
っ
く
り
返
し
て
発
声
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
鄭
玄
に
於
て
も
王
引
之
と
同
様
、
実
義
を
以
て
解
し
得
る
の
に
敢
て
発
声
と
見
な
す
場
合
の
あ
っ
た
こ
と

が

わ
か
る
。
が
、
そ
の
実
情
は
王
氏
と
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
鄭
玄
の
本
意
は
、
故
書
と
今
書
と
を
両
つ
な
が
ら
存
し
つ
つ
そ
れ
を
統

一
す

る
に
在
っ
た
の
で
あ
り
、
　
「
夷
使
」
と
「
使
」
を
同
じ
と
認
め
る
た
め
に
は
「
夷
」
を
発
声
と
す
る
他
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
恰
か
も
「
読
若
」
に
よ
っ
て
古
今
を
折
衷
す
る
が
如
き
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
夷
」
を
発
声
と
す
る
語
学
的
見
解
が
先
行

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
彼
は
、
考
工
記
盧
人
の
「
夷
矛
」
を
「
長
」
と
解
し
、
王
引
之
が
語
助
と
す
る
『
詩
』
謄
印
の
「
靡

訓
詰
の
虚
と
実

二
九
九
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三
〇
〇

有
夷
屈
」
を
「
常
」
と
訓
じ
、
他
処
で
は
一
切
「
夷
」
を
発
声
と
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
②
は

質
疏
に

「
義
の
取
る
も
の
無
け
れ
ば
、
則
ち
是
れ
登
聲
な
り
」
と
云
う
如
く
、
　
「
母
」
に
意
義
を
見
出
し
難
い
の
で
、
止
む
な

く
か
く
注
し
た
の
で
あ
る
。
②
は
『
尚
書
』
微
子
鄭
注
に
「
其
、
語
助
也
、
齊
魯
之
間
聲
如
姫
」
　
（
『
史
記
』
微
子
世
家
集
解
引
）
と
あ
る

よ
り
見
れ
ば
「
其
」
の
仮
借
で
あ
る
が
、
「
其
」
が
語
助
に
使
用
さ
れ
る
例
は
甚
だ
多
い
か
ら
、
鄭
玄
が
「
居
」
を
語
助
と
し
た
の
も

必
ず
基
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ω
の
「
爾
」
が
形
容
の
助
字
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
極
め
て
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
鄭
玄
が
こ
こ
で
わ
ざ
わ
ざ
か
く
注
し
て
い
る
の
は
、
上
の
「
爾
」
は
「
汝
」
と
訓
ず
る
か
ら
、
そ
れ
と
は
異
な
る
こ
と
を
注
意
す

る
た
め
で
あ
る
。
㈲
は
『
爾
雅
』
釈
訓
に
「
誰
昔
、
昔
也
」
、
釈
詰
に
「
疇
・
敦
、
誰
也
」
と
あ
る
の
に
拠
っ
た
も
の
で
、
彼
の
独
断

で
は

な

い
。
⑥
は
、
下
に
「
公
裏
」
と
出
て
く
る
の
に
合
わ
す
た
め
に
「
之
」
を
発
声
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の

如
く
、
三
礼
注
に
於
て
は
、
発
声
・
語
助
は
止
む
を
得
ざ
る
場
合
も
し
く
は
明
確
な
典
拠
の
あ
る
場
合
に
の
み
限
定
的
に
用

い

ら
れ
る
の
で
あ
り
、
鄭
玄
が
積
極
的
に
或
い
は
独
断
的
に
発
声
・
語
助
と
し
た
例
は
皆
無
で
あ
る
。
以
上
の
例
以
外
に
、
　
「
欝
也
」

と
注
し
た
箇
所
も
数
例
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
上
記
と
同
様
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
注
意
し
て
お
く
べ
き
は
、
例
え
ば
『
周

礼
』
太
宰
注
に
「
乃
者
、
更
申
勅
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
助
字
で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
場
合
に
も
、
そ
の
助
字
に
何
ら
か
の
意
義
づ
け

を
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

『
詩
箋
』
に
於
て
も
、
事
情
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
発
声
・
語
助
も
し
く
は
辞
と
注
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
実
際
上
は
助

字
と
し
て
読
ん
だ
と
思
わ
れ
る
例
の
か
な
り
あ
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
が
そ
れ
は
、
『
詩
』
に
は
も
と
も
と
、
『
爾

雅
』
釈
詰
・
釈
訓
は
特
に
『
詩
』
の
助
字
を
解
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
ほ
ど
助
字
が
多
い
以
上
や
む
を
得
な
い
こ

と
で
あ
る
。
鄭
玄
が
直
接
依
拠
し
た
毛
伝
に
も
、
　
「
某
、
欝
也
」
と
い
う
訓
詰
が
六
例
存
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
状
況
の

中
で
も
、
鄭
玄
は
折
あ
ら
ば
実
義
を
以
て
解
さ
ん
と
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
廓
風
「
載
馳
」
に
「
載
馳
載
駆
」
と
あ
る
を



始
め

と
し
て
、
　
『
詩
』
に
は
「
載
某
載
某
」
の
形
の
句
が
十
例
ほ
ど
あ
る
が
、
箋
は
ほ
ぼ
み
な
「
載
之
言
則
也
」
と
注
し
て
い
る
。
こ

れ
は

「
載
馳
」
毛
伝
の
「
載
、
鮮
也
」
を
受
け
た
も
の
で
、
発
語
の
助
字
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
小
雅
「
書
書
者

義
」
の
「
汎
汎
楊
舟
、
載
沈
載
浮
」
に
つ
い
て
は
「
舟
は
沈
む
物
も
亦
た
載
せ
、
浮
か
ぶ
物
も
亦
た
載
す
」
と
云
い
、
実
義
を
以
て
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
は

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
明
ら
か
に
無
理
で
、
や
は
り
「
載
ち
沈
み
載
ち
浮
く
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。
か
よ
う
な
無
理
を

犯
す
の

は
、
何
と
か
し
て
「
載
す
」
と
読
め
な
い
か
と
い
う
意
識
の
な
せ
る
業
で
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も

こ
の
無
理
は
、
既
に
毛
伝
が
や
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
鄭
玄
は
た
だ
そ
れ
に
従
っ
た
ま
で
と
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
。
が
、
鄭

箋
に
は
更
に
、
毛
伝
が
辞
と
す
る
も
の
を
敢
て
実
字
と
と
っ
た
例
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
そ
の
典
型
が
「
思
」
で
あ
る
。

　
周
南
「
漢
廣
」
　
「
不
可
休
思
」
、
大
雅
「
文
王
」
　
「
思
皇
多
士
」
の
毛
伝
に
そ
れ
ぞ
れ
「
思
、
群
也
」
と
あ
り
、
ま
た
周
南
「
関
碓
」

「
籍
殊
思
服
」
の
伝
に
「
服
、
思
之
也
」
と
あ
り
、
王
引
之
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
　
「
思
」
を
、
ω
語
已
詞
・
ω
発
語
詞
・
③
句
申
語

助
の

三
つ
に

分
類

し
、
　
『
詩
』
の
用
例
を
多
数
引
挙
し
て
「
思
」
の
助
字
た
る
を
証
明
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
鄭
玄
は
、
ω
に
つ
い
て

は

大
体
認

め
る
も
の
の
、
②
③
に
対
し
て
は
徹
頭
徹
尾
、
実
辞
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
王
氏
の
鄭
箋
批
判
も
ま
た
激
し

く
、
こ
の
条
は
『
釈
詞
』
中
で
も
両
者
の
対
立
の
最
も
顕
著
な
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
鄭
玄
が
ω
を
一
応
認
め
な
が
ら
、
⑭
③
類
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

助
字

と
し
な
い
の
は
、
　
「
文
王
」
正
義
が
「
思
の
欝
と
爲
る
は
止
だ
句
末
に
在
る
と
き
の
み
、
今
句
首
に
之
を
言
へ
ば
、
宜
し
く
辞
と

爲
す

べ
か

ら
ざ
る
を
以
て
、
故
に
傳
を
易
ふ
」
と
説
く
よ
う
に
、
表
面
的
に
は
文
法
的
見
解
の
相
違
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
実
は
ω
に
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

す
べ
き
周
煩
「
賓
」
の
「
時
周
之
命
於
繹
思
」
の
「
思
」
を
、
　
「
陳
繹
而
思
行
之
」
と
箋
し
て
「
思
ふ
」
と
訓
じ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、

や

は

り
根
本
的
に
は
実
義
志
向
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
特
に
「
思
」
に
対
し
て
そ
の
志
向
が
強

固
な
の
は
、
か
の
孔
子
の
「
詩
三
百
、
　
一
言
以
て
之
を
蔽
へ
ば
、
思
ひ
邪
無
し
」
　
（
『
論
語
』
為
政
）
と
い
う
言
葉
が
大
き
く
与
っ
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
「
思
無
邪
」
は
魯
頒
「
馴
」
の
文
で
あ
る
。
　
『
詩
』
を
編
定
し
た
聖
人
が
自
ら
「
思
ふ
」
と
読
ん
で
い
る
か

訓
詰
の
虚
と
実

三
〇
一
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二

ら
に
は
、
も
は
や
他
の
読
み
方
は
許
さ
れ
な
い
。
恐
ら
く
鄭
玄
は
そ
う
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
聖
人
の
言
葉
へ
の
信
仰
が
、
訓
詰
を
支

配
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
鄭
玄
は
、
時
に
は
敢
て
毛
伝
を
破
り
、
ま
た
訓
詰
の
整
一
性
を
損
っ
て
ま
で
実
義
を
以
て
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

か
か

る
解
釈
を
行
う
奥
に
、
可
能
な
限
り
は
実
字
と
し
て
読
も
う
と
す
る
意
識
な
い
し
意
志
が
働
い
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
察
せ
ら
れ

よ
う
。
助
字
た
る
こ
と
が
明
白
な
場
合
に
も
何
ら
か
の
意
義
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
も
、
同
じ
意
志
の
現
れ
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

鄭
玄
の
か
よ
う
な
態
度
は
、
あ
く
ま
で
無
意
義
の
助
字
で
押
通
そ
う
と
す
る
王
引
之
の
そ
れ
と
ま
さ
し
く
対
極
に
位
置
す
る
も
の
で
あ

る
。　

然
ら
ば
鄭
玄
は
、
何
故
か
く
も
実
義
な
い
し
有
意
義
な
る
こ
と
に
固
執
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
経
書
に
対
す
る
信
仰
心
か
ら
、

と
答
え
る
よ
り
他
は
な
い
。
聖
人
の
言
葉
に
対
す
る
信
仰
は
、
そ
の
ま
ま
聖
人
の
著
作
に
対
す
る
信
仰
で
あ
る
。
鄭
玄
に
と
っ
て
経
書

は
、
あ
ら
ゆ
る
点
に
於
て
完
全
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
道
を
載
せ
含
む
垂
教
の
書
で
あ
る
と
と
も
に
、
文
章
と
し
て
も
完
壁
な

る
典
範
で
あ
っ
た
。
故
に
、
経
書
の
一
字
一
句
に
道
が
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
、
句
と
し
て
字
と
し
て
義
あ
ら
ざ
る
は

無

き
経
書
に
、
無
意
味
な
字
や
句
が
氾
濫
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
ど
う
し
て
あ
り
得
よ
う
か
、
い
や
許
さ
れ
よ
う
か
。
ま
し
て
『
詩
』

は

孔
子
手
定
の
書
で
あ
り
、
か
つ
大
率
四
字
一
句
よ
り
成
る
。
そ
の
四
字
の
内
の
一
字
、
甚
だ
し
き
は
二
字
ま
で
も
無
意
義
で
あ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

う
な
こ
と
は
、
稀
に
出
て
く
る
の
な
ら
ま
だ
し
も
、
そ
れ
が
常
態
で
あ
る
な
ど
と
は
夢
想
だ
に
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
（
上
述
の
如
き

経
書
観
の

典
型

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
春
秋
学
で
あ
る
。
　
『
公
羊
』
　
『
穀
梁
』
に
あ
き
た
ら
ず
、
ま
た
『
左
伝
』
の
注
も
断
念
し
た
ら
し
い
鄭
玄
に
と
っ

て
、
『
詩
』
は
『
春
秋
』
の
代
替
物
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
）
経
書
を
信
じ
て
そ
の
道
を
我
が
道
と
し
、
円
満
な
る
経
学
的
世
界
の
現
出

を
自
ら
の
任
務
と
し
た
鄭
玄
に
と
っ
て
、
経
書
は
有
意
義
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
実
義
志
向
の
訓
詰
は
、
ま
さ
し

く
自
ら
の
経
学
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
要
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。



　
あ
く
ま
で
も
実
義
を
求
め
ん
と
す
る
鄭
玄
の
訓
詰
注
釈
が
経
学
者
と
し
て
の
立
場
に
由
来
す
る
と
す
れ
ば
、
で
は
可
能
な
限
り
虚
義

の

助
字

と
し
て
読
も
う
と
す
る
王
引
之
は
反
経
学
的
立
場
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
然
り
、
王
引
之
は
反
経
学
的
、
或
い
は
少

な

く
と
も
脱
経
学
的
で
あ
る
。
彼
は
『
釈
詞
』
で
、
　
「
不
・
否
・
不
⊆
が
発
声
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
後
、
旧
来
の
経
学
者
を
批
判

し
て
次
の
よ
う
に
云
う
、

　
　
凡

そ
此
れ
皆
古
人
属
詞
の
常
例
な
り
。
後
世
の
経
を
解
す
る
者
、
但
だ
不
の
弗
と
訓
じ
、
否
の
不
と
訓
じ
、
丞
の
大
と
訓
ず
る
を

　
　
知
る
の
み
に
し
て
、
其
の
又
た
語
詞
た
る
を
知
ら
ず
。
是
に
於
て
強
ひ
て
注
稗
を
爲
し
、
経
文
多
く
通
ず
べ
か
ら
ず
。

王
引
之
は
単
に
後
世
の
解
経
者
の
無
学
を
非
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
強
い
て
注
釈
を
為
し
こ
じ
つ
け
よ
う
と
す
る
そ
の
学
問
態
度
を

こ
そ
非
難
し
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、
本
来
あ
り
も
し
な
い
道
義
を
創
出
附
与
し
、
も
と
は
た
だ
の
御
籔
や
民
謡
や
官
報
で
し
か
な

い

も
の
を
聖
典
化
す
る
こ
と
こ
そ
経
学
の
根
幹
で
あ
り
、
そ
の
こ
じ
つ
け
方
に
こ
そ
経
学
者
の
本
領
が
発
揮
き
れ
る
の
で
あ
る
。
　
（
そ

の

代
表
は
漢
学
、
な
か
ん
つ
く
鄭
玄
で
あ
る
が
、
こ
じ
つ
け
る
と
い
う
点
に
於
て
は
、
宋
学
も
本
質
的
に
同
一
で
あ
る
。
）
そ
の
根
幹
・
本
領
を
批
判

す

る
か
ら
に
は
、
彼
の
学
問
は
も
は
や
本
来
的
意
味
で
の
経
学
で
は
あ
り
得
な
い
。
（
前
述
の
「
経
義
不
同
不
可
強
為
之
説
」
を
想
起
せ
よ
。
）

　
ま
た
、
経
を
以
て
経
を
解
す
る
の
が
経
学
の
正
統
的
方
法
で
あ
る
が
、
王
引
之
は
こ
の
方
法
を
中
心
と
す
る
こ
と
な
く
、
或
い
は
史

を
以
て
、
或
い
は
子
を
以
て
、
或
い
は
集
を
以
て
経
を
解
し
て
い
る
。
無
論
、
後
三
者
も
経
学
の
常
套
的
方
法
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
補

助
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
あ
く
ま
で
も
経
を
以
て
経
を
解
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
　
『
述
聞
』
で
は
史
・
子
・
集
も
重

用
さ
れ
て
い
て
、
経
を
以
て
経
を
解
す
る
方
法
を
貫
ぬ
こ
う
と
す
る
姿
勢
は
感
じ
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
『
釈
詞
』
に
於
て
は
、
自
ら

「
九
経

二
二
博
よ
り
周
秦
西
漢
の
書
に
及
ぶ
ま
で
」
を
捜
討
し
た
と
云
う
如
く
、
経
以
外
の
書
を
広
く
利
用
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

経

と
残
り
三
者
が
全
く
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
　
『
経
伝
釈
詞
』
と
い
う
名
前
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
量
的
に
は

経
の
使
用
例
が
圧
倒
的
に
多
い
し
、
ま
た
質
的
に
も
、

訓
詰
の
虚
と
実

三
〇
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文
章
の
源
、
経
訓
よ
り
出
づ
。
故
に
六
経
な
る
者
は
、
文
章
の
租
な
り
。
其
の
次
は
則
ち
先
秦
諸
子
、
雨
漢
の
遺
書
に
し
て
、
皆

　
　
文

を
爲
る
に
意
無
く
し
て
、
而
も
天
下
の
文
の
盛
を
極
む
。
此
に
本
つ
か
ず
し
て
文
を
爲
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
薄
き
の
み
、

　
　
俗
な

る
の
み
、
雷
同
な
る
の
み
。
　
（
『
王
晩
聞
先
生
文
集
』
序
）

と
述
べ
、
一
応
経
を
諸
子
等
よ
り
優
先
さ
せ
て
い
る
。
が
、
そ
れ
は
結
局
、
経
を
文
章
の
本
、
即
ち
著
述
の
種
・
典
拠
と
し
て
最
重
視

し
て
い
る
だ
け
で
、
諸
子
よ
り
原
理
的
に
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
量
的
に
多
い
の
は
、
文
献
と
し
て
経
書
が
最
大

の

も
の
で
あ
り
、
か
つ
長
い
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
以
上
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
資
料
的
価
値
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
王
引

之

は
、
経
を
史
・
子
・
集
と
同
様
の
資
料
と
し
か
見
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
王
引
之
の
学
問
は
、
そ
の
理
念
に
於
て
も
、
ま
た
方
法
に
於
て
も
、
既
に
経
学
の
枠
を
踏
み
破
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
恐
ら
く
次
の
如
き
反
論
が
提
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
な
る
ほ
ど
客
観
的
に
見
れ
ば
、
王
引
之
は
反
経
学
的
な
い
し
脱

経
学
的
か
も
し
れ
な
い
。
が
そ
れ
は
、
実
事
求
是
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
つ
つ
経
の
本
義
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
し
た
た
め
に
や
や
行
過
ぎ
た

だ

け
で
あ
り
、
彼
の
主
観
と
し
て
は
や
は
り
経
書
の
道
を
尊
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
。
こ
の
反
論
は
結
論
的
に
は
正
し
く
な
い

が
、
大
い
に
道
理
を
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
反
論
は
王
念
孫
の
学
問
に
つ
い
て
は
該
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
王
引
之
の
学
問
は
、
そ
の
理
念
・
方
法
み
な
父
よ
り
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
逆
か
ら
言
え
ば
、
王
引
之

の

学
問
の
基
本
的
性
格
は
、
そ
の
ま
ま
念
孫
の
学
問
の
性
格
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
念
孫
に
も
、
　
「
強
ひ
て
之
が
解
を
爲
せ
ば
、
則
ち

詰
籍
し
て
病
と
爲
る
」
　
（
既
出
）
と
か
、
　
「
後
人
、
文
を
望
み
て
訓
を
生
じ
、
途
に
穿
整
を
致
し
て
其
の
本
旨
を
失
ふ
」
　
（
『
広
雅
疏
証
』

釈

訓
）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
し
、
ま
た
彼
が
史
・
子
を
経
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
ほ
ど
の
主
要
な
学
問
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
は
『
読
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

雑
志
』
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
従
っ
て
、
客
観
的
に
は
、
王
念
孫
の
学
問
も
ま
た
脱
経
学
的
で
あ
る
と
断
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
王
念
孫
の
場
合
に
は
、
な
お
経
書
自
体
へ
の
敬
意
を
失
っ
て
い
な
い
。
そ
の
旧
注
へ
の
批
判
は
、



　
　
経

を
説
く
者
は
、
経
意
を
得
る
を
期
せ
ん
の
み
。
前
人
の
傅
注
、
皆
は
経
に
合
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の
合
ふ
者
を
揮
び
て
之
に
從

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か

　
　

ひ
、
其
の
皆
合
は
ざ
る
は
、
則
ち
己
が
意
を
以
て
経
意
を
逆
へ
、
之
を
他
経
に
参
じ
て
、
澄
し
て
以
て
訓
を
成
す
。
別
に
之
が
説

　
　

を
爲
す
と
雌
も
、
亦
た
不
可
無
し
。
必
ず
一
家
を
專
守
し
、
少
し
も
出
入
す
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
則
ち
何
那
公
の
墨
守
し
て
康
成

　
　
に

伐
た

る
る
者
な
り
。
　
（
『
述
聞
』
序
引
）

と
云
う
如
く
、
あ
く
ま
で
経
意
の
正
し
い
把
握
が
目
的
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
学
問
的
あ
り
方
の
正
当
性
の
保
障
を
鄭
玄
に
見
出
し
て

い

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
経
書
へ
の
信
仰
は
勿
論
、
旧
来
の
経
学
へ
の
敬
意
も
あ
る
。

　
ま
た
彼
自
身
は
、
読
書
と
著
述
を
無
上
の
楽
し
み
と
す
る
根
っ
か
ら
の
学
者
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
は
、

　
　
常
に
云
ふ
、
　
「
聖
賢
の
功
用
、
實
践
に
非
ざ
る
は
無
し
。
解
者
或
い
は
専
ら
心
性
を
主
と
し
て
虚
無
に
渉
り
易
し
。
聖
賢
立
論
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
本
旨
に
非
ず
」
と
。
　
（
「
江
蘇
公
挙
郷
賢
事
実
」
）

と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
意
識
の
上
で
は
、
経
義
‖
道
の
実
践
を
窮
極
の
目
標
と
考
え
る
伝
統
的
儒
学
者
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か

か

る
タ
イ
プ
の
学
者
は
、
普
通
、
学
問
即
実
践
と
考
え
る
こ
と
に
よ
り
自
己
の
正
当
化
を
は
か
る
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
彼
が
小

学
に
全
力
を
注
い
だ
の
も
、
当
人
に
し
て
み
れ
ば
経
の
道
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
説
文
解
字

注
』
序
に

　
　
訓
詰
聲
音
明
ら
か
に
し
て
小
學
明
る
く
、
小
學
明
ら
か
に
し
て
経
明
ら
か
な
り
。

と
云
え
る
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
証
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
、
彼
の
尊
崇
す
る
師
で
あ
っ
た
戴
震
の

　
　
経
の

至
れ

る
者
は
道
な
り
。
道
を
明
ら
か
に
す
る
所
以
の
者
は
其
の
詞
な
り
。
詞
を
成
す
所
以
の
者
は
宇
な
り
。
字
に
由
り
て
以

　
　
て
其
の
詞
に
通
じ
、
詞
に
由
り
て
以
て
其
の
道
に
通
ず
。
必
ず
漸
有
り
。
　
〈
「
与
是
仲
明
論
学
書
」
戴
東
原
集
巻
九
）

と
云
う
有
名
な
言
葉
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
戴
震
が
、
一
方
で
は
ま
た

訓
話
の
虚
と
実

三
〇

五
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六
書
九
敷
等
の
事
、
輪
夫
の
如
く
然
り
、
輻
中
の
人
を
昇
く
所
以
な
り
。
六
書
九
敷
等
の
事
を
以
て
我
を
蓋
せ
り
と
す
る
は
、
是

　
　
れ
猶
ほ

輪
夫
を
誤
認
し
て
輻
中
の
人
と
爲
す
が
ご
と
し
。
　
（
段
玉
裁
「
戴
東
原
集
序
」
引
）

と
述
べ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
王
念
孫
の
立
場
も
ほ
ぼ
想
見
で
き
よ
う
。
師
と
は
異
な
っ
て
、
彼
の
学
問
は
訓
詰
・
校
勘
の
域
に
限
ら

れ
て
は

い
た

が
、
そ
の
根
抵
に
は
な
お
経
の
大
道
へ
の
信
仰
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
父
の
跡
を
追
っ
て
き
た
王
引
之
は
、
こ
の
所
に
至
っ
て
つ
い
に
父
と
は
別
の
道
を
歩
み
始
め
た
。
大
道
を
捨
て
、
小
学
そ
の
も
の
を

窮
極
の
目
的
地
と
し
た
の
で
あ
る
。
襲
自
珍
「
工
部
尚
書
高
郵
王
文
簡
公
墓
表
銘
」
に
拠
れ
ば
、
彼
は
平
生
、

　
　
吾
の
學
、
百
家
に
於
て
は
未
だ
治
む
る
に
暇
あ
ら
ず
、
濁
り
経
を
治
む
。
吾
の
経
を
治
む
る
や
、
大
道
に
於
て
は
敢
て
承
け
ず
、

　
　
濁
り
小
學
を
好
む
。
夫
れ
三
代
の
語
言
と
今
の
語
言
と
は
、
燕
越
の
相
語
る
が
如
き
な
り
。
吾
　
小
學
を
治
め
、
吾
　
之
が
舌
人

　
　
と
爲
ら
ん
。
其
の
大
婦
は
曰
く
、
小
學
を
用
て
経
を
説
き
、
小
學
を
用
て
経
を
校
す
る
の
み
。

と
語
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
事
実
上
の
小
学
独
立
宣
言
で
あ
る
。
経
と
云
い
経
と
云
う
も
、
大
道
を
云
わ
ん
や
。
大
道
を
切
捨

て
、
敢
て
自
ら
舌
人
た
ら
ん
と
す
る
王
引
之
に
と
っ
て
、
経
書
は
も
は
や
戴
い
て
読
む
書
で
は
な
い
、
純
然
た
る
知
的
興
味
の
対
象
物

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
何
故
か
く
も
簡
単
に
父
を
乗
越
え
て
い
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
そ
れ
は
、

　
　
恵
定
宇
先

生
、
古
を
考
ふ
る
こ
と
勤
め
り
と
錐
も
識
高
か
ら
ず
、
心
細
や
か
な
ら
ず
、
今
に
異
な
る
者
を
見
れ
ば
、
則
ち
之
に
從

　
　
　
　
お
ほ
む
ね

　
　

ひ
、
大
都
是
非
を
論
ぜ
ず
。
　
（
「
与
焦
理
堂
先
生
書
」
王
文
簡
公
文
集
巻
四
）

と
先
輩
を
平
気
で
論
罪
す
る
過
激
と
も
思
え
る
批
判
精
神
に
加
え
て
、
幼
き
よ
り
学
問
的
に
純
粋
培
養
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
り

（
念

孫
の
父
安
国
は
、
実
践
を
重
ん
じ
る
朱
子
学
者
で
あ
っ
た
。
）
王
引
之
は
父
を
「
漢
學
の
門
戸
に
熟
し
て
而
も
漢
學
の
藩
離
に
圃
は
れ
ざ

る
者
」
と
称
し
て
い
る
が
、
こ
の
言
い
方
に
な
ぞ
ら
え
る
な
ら
、
王
引
之
は
「
経
學
に
熟
し
て
而
も
経
學
に
固
は
れ
ざ
る
者
」
と
評
し

得
よ
う
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
是
に

於
て

我
々
は
、
彼
が
経
書
の
注
釈
を
作
ら
ず
、
『
釈
詞
』
な
る
文
典
を
著
し
た
所
以
を
知
る
。
注
釈
は
書
物
と
の
対
話
な
い
し

対
決
で

あ
る
。
そ
の
書
を
分
解
し
つ
く
し
て
後
、
自
己
投
入
の
世
界
と
し
て
有
機
的
に
再
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
　
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

「
強
い
て
注
釈
を
為
す
」
の
で
あ
り
、
経
を
以
て
経
を
解
す
る
の
で
あ
る
。
文
典
の
著
作
に
は
、
自
己
が
そ
の
書
と
い
か
に
か
か
わ
る

か

と
い
う
対
決
は
な
い
。
用
例
を
見
つ
け
出
す
根
気
と
、
そ
れ
を
客
観
的
に
帰
納
類
別
す
る
文
献
処
理
能
力
（
但
し
、
そ
れ
が
結
局
は
主

観
性

を
脱
却
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
）
と
が
あ
れ
ば
よ
い
。
文
典
『
釈
詞
』
は
、
小
学
の
自
己
目
的
化
の
必
然
的
帰

結
で
あ
っ
た
。

　
注
釈
の

学
の
典
型
は
鄭
玄
で
あ
る
。
鄭
玄
と
王
引
之
の
対
立
は
、
即
ち
注
釈
の
学
と
文
典
の
学
の
対
立
で
あ
り
、
「
無
寧
」
解
釈
の

相
違

は
そ
の
対
立
の
端
的
な
表
現
で
あ
る
。
訓
詰
が
あ
っ
て
後
に
全
体
の
解
釈
が
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
全
体
の
直
観
的
把
握
が
あ

っ

て

後
に
訓
詰
が
産
み
出
さ
れ
る
の
だ
。
訓
詰
注
釈
に
思
想
は
な
い
、
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
果
し
て
然
る
や
、
私
に

は

疑
問
を
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。

注①
　
敦
燈
本

「
論
語
鄭
氏

注
」
　
（
ス
タ
イ
ン
文
書
一
三
二
〇
号
）
に
見
ゆ
。
但
し
、
正
文
は
諸
本
と
同
じ
く
「
無
寧
」
に
作
る
が
、
注
文
で
は
「
母

　
寧
」
に
作
っ
て
い
る
。

②
　
否
定

を
用
い
て
肯
定
を
強
調
す
る
の
が
い
わ
ゆ
る
反
語
で
あ
る
が
、
漢
文
で
は
、
同
じ
句
法
を
用
い
な
が
ら
遠
慮
し
た
言
回
し
に
な
る
こ
と
も

　
多
い
。
い
わ
ゆ
る
疑
辞
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
全
て
反
語
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

③
　
劉
漢
『
助
字
辣
略
』
巻
二
「
寧
」
に
「
杜
注
…
…
去
無
訓
寧
、
其
義
不
備
」
と
あ
る
は
そ
の
一
例
。
な
お
劉
漠
は
、
　
「
凡
言
母
寧
有
敷
義
」
と

　
云

い
、
統
一
的
解
釈
を
行
っ
て
い
な
い
。

④
　
「
不
」
を
発
声
と
し
な
い
代
り
に
、
今
度
は
「
凡
言
不
亦
者
、
皆
以
亦
爲
語
助
」
　
（
巻
三
）
と
云
い
、
　
「
亦
」
を
語
助
と
し
て
い
る
こ
と
は
、

　

王
氏
の
語
助
志
向
が
い
か
に
根
強
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

訓
詰
の
虚
と
実

三
〇

七
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⑤
　
裏
公
三
十
一
年
の
例
は
、
　
「
寧
」
を
語
助
と
考
え
る
他
は
な
い
。
杜
注
に
「
言
見
遇
如
此
、
寧
當
復
有
畜
患
邪
」
と
云
う
の
も
、
よ
く
意
味
が

　
わ
か
ら
な
い
。

⑥
通
用
・
別
義
は
王
引
之
自
身
の
命
名
分
類
で
は
な
く
、
ま
た
彼
の
用
語
の
使
い
方
は
必
ず
し
も
厳
密
で
は
な
い
が
、
大
体
は
銭
氏
の
分
類
で
妥

　
当
で
あ
る
。

⑦
　
「
儀
礼
』
士
冠
礼
記
疏
に
、
　
「
若
在
上
謂
之
登
聲
、
在
下
謂
之
助
句
」
と
あ
る
。

⑧

戴
震

『
毛
鄭
詩
放

正
』
に
「
圭
」
の
辞
た
る
を
論
じ
て
、
「
今
考
之
、
皆
承
明
上
文
之
餅
耳
、
非
空
爲
餅
助
」
と
云
い
、
王
引
之
も
戴
説
を
是

　
と
し
て
い
る
か
ら
、
い
つ
も
助
字
を
全
く
無
意
義
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
や
や
も
す
る
と
無
意
義
と
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
の

　
は

争
え
ぬ
事
実
で
あ
る
。

⑨
　
念
の
た
め
に
言
え
ば
、
　
「
当
為
」
　
「
読
為
」
は
経
を
軽
視
す
る
も
の
で
は
な
く
、
正
し
い
本
文
を
定
め
よ
う
と
努
め
て
い
る
だ
け
、
む
し
ろ
経

　
を
重
視
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。
特
に
鄭
箋
に
於
け
る
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
三
家
詩
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
独
断
的
な
も
の
で
は

　
な

い
。
な
お
鄭
箋
と
三
家
詩
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
大
川
節
碕
『
三
家
詩
よ
り
見
た
る
鄭
玄
の
詩
経
学
』
を
参
照
。

⑩
挑
永
概
「
書
経
義
述
聞
読
書
雑
志
後
」
（
『
慎
宜
軒
文
集
』
巻
二
に
、
「
若
其
書
本
自
可
通
、
錐
他
書
所
引
間
有
異
同
、
安
知
誤
不
在
彼
、

　
能
定
其
敦
爲
是
非
哉
、
…
…
斯
乃
好
異
之
弊
」
と
云
う
の
は
、
念
孫
が
類
書
を
信
じ
過
ぎ
る
非
を
論
じ
た
も
の
だ
が
、
彼
の
脱
経
学
的
性
格
を
或

　
い
は

か

ぎ
と
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑪
劉
粉
遂
『
高
郵
王
氏
父
子
年
譜
』
引
に
拠
る
。

⑫

王
引
之
に
は
『
尚
書
訓
詰
』
の
稿
本
が
あ
り
、
ま
た
『
左
伝
集
解
』
な
ど
も
著
す
つ
も
り
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
恐
ら
く
そ
れ
は
札
記
の
集
成
の

　
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
こ
こ
で
い
う
注
釈
に
は
あ
た
ら
な
い
。


